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読書メモ：

１.空飛ぶタイヤ　　池井戸　潤　実業之日本社刊

2.「昔はよかった」と言うけれど（戦前のマナー・モラルから考える）

　大倉　幸宏著　（株）新評論

3.エルトゥールル号遭難事件
（1） 東の太陽　西の新月　（日本・トルコ友好秘話「エルトゥールル号」事件

山田　邦紀　　坂本　俊夫著　　現代書館

　　（２）海難1890　　豊田　美加著　　小松　江里子脚本　　小学館
　　（３）日本遥かなり　（エルトゥールルの「奇跡」と邦人救出の「迷走」

　　　　　　門田　隆将

1． 空飛ぶタイヤ：
「企業は組織である。そして数万人の社員と家族の生活を守らなくてはならない。しかし、たとえ数万人の社員を守るためといっても罪のない人を犠牲にすることは、許されない。本当のコンプライアンスとは、企業を守るためでなく人を守るためのものである。」――＞コンプライアンスとは、何かを考えさせる作品である。
2. 「昔はよかった」と言うけれど：
　　昔（戦前）の日本は、今の日本人に比べて道徳心が高かったという意見が多い。日本人が伝統的に受け継いできた高い道徳心が戦後教育や経済発展の中で失われてしまったという指摘である。この指摘は、本当に正しいのであろうか？　その疑問を説き明かすべく、戦前の日本人の道徳同』に関する実体をいくつかテーマに絞って見ていく。――＞日本人のマナー・モラルは、戦前に比べ格段に高まっていると思われる。むしろ、「戦前を生きた人々よりも今の人の方が高い道徳観を身につけている。」思われる。

（１）駅や車内は、傍若無人の見本市。　

　　秩序が失われた駅の雑踏。弱者に席を譲る美風の喪失。列車を汚す乗客たち。車内で化粧や着替えをする人々。尽きることのない不正乗車。守られなかった乗客へのお願い。

（２）公共の秩序を乱す人々　。　　　　　　

　ゴミやたんつばで汚された道路。ゴミ捨て場と化していた河川、身勝手な人々に荒らされた公園。不潔きわまりない銭湯の湯。書物が大切にされなかった図書館、テーブルからモノが消えるパーティ会場。
（３）誇りなき職業人たちの犯罪。

横行していた抜き取り。不正升を利用してもける商人。日本製は粗製濫造（らんぞう）の代名詞。食品を扱う業者の低いモラル。患者の信頼を裏切る医師たち。
教師たちの恥ずべき行為。

（４）繰り返されてきた児童虐待。　　

　子供を虐（しいた）げる大人たち。望まれずに生まれた命の処遇。児童虐待防止法の施行。
（５）既に行われていた敬老の美風。

　老いた親を虐待する家庭。実際に行われていた姨捨（おばすて）。多かった高齢者の自殺。
（６）甘かったしつけと道徳教育
　度が過ぎていた子供のイタズラ。厳格でなかった家庭でのしつけ。模索の途上にあった道徳教育。「礼法要綱」の作成と普及。
　　
歴史や過去の伝統から何かを学ぼうとすることは、大切である。しかしその前に過去の事実を正確により客観的により多角的に把握する必要がある。歴史は、断片的な情報・資料を集めそれらをつなぎあわせることで全体像が描かれる。昔のよかった面だけでなく悪かった面にも先人たちが其の悪い部分とどう向き合い、何を試みてきたかを見極めることも重要である。できるだけ幅広くより客観的に史料と向きあうことが必要である。
3.エルトゥールル号遭難事件　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エルトゥールル号遭難事件とは、1890年9月16日に起きた大規模な海難事故である。日本とトルコの関係に大きな影響を及ぼした事件である。自分たちの食べるものにも事欠くような村人たちが一生懸命にエルトゥールル号の遭難者たちを救おうとした。――＞「やさしさ」「思いやり」「自己犠牲」を感じさせる。決して「見返りを求めて」行ったものではない。これは、小さな島国で稲作や漁業により貧しいながらも誠実に生活してきた日本人の特性を感じさせる。

エルトゥールル号来日の理由：

1887年、明治天皇の甥にあたる小松宮彰仁親王は親王妃と共に初の国産軍艦・清輝に搭乗して本邦初の船舶による欧州歴訪を果たす中、帝政末期のオスマン帝国の首都

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AB" イスタンブ-ルを訪問し、時の第34代皇帝

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%A2%E3%83%96" アブデュルハミト2世に明治天皇から賜った勲章や親書を送っている。

これの答礼として、オスマン帝国から特使が派遣されることとなり、彼等を乗せる船として事件を引き起こすこととなったフリゲート艦エルトゥールルが選ばれた。エルトゥールル号は建造から25年建った老朽艦であり、出航前には木造の部分の補強なども行われている。しかし、機関部の補修などは放置されてしまった。

日本への特使として、将校50余名を含めた609名の乗員が選出された。特に士官学校を出たばかりの若い少尉が多く乗り込むことになった。何故かというと、この任務自体が明らかに困難の伴うものではなかったためで、主に卒業直後の彼等に経験を積ませる目的があったと言われている。

エルトゥールル号は数々の港を立ち寄りながら日本へと航海を進めた。日本に着いたのは出航から11ヶ月も後（ほとんど1年後）の6月7日、横浜港にようやく到着した。
エルトゥールル号遭難事件：

明治天皇から歓待を受けた彼等は責務を果たし、帰路の準備も整った3ヶ月後の9月に、故郷への出航が決まった。
ところがこの時、日本には台風が押し寄せていた。明らかに船出には不向きな天

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%80%99" 候なうえ、エルトゥールル号は長い旅路で船体もそうだが、物資・人員ともに、とても船旅をするには心許ないくらいに消耗しきっていた。
日本政府は出航の延期を進言したが、責任者はその提案を固辞した。海軍の戦力低下の懸念もあって、1日も早く彼等は故郷へと帰らなくてはいけない思惑があったのである。

日本政府の心配を他所に、エルトゥールル号は出港、しかしその途中で政府の懸念していた以上の事故が起きてしまった。
エルトゥールル号は本州最南端にある和歌山県東牟婁（ひがしむろ）郡

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A4%A7%E5%B3%B6" 大島村（現・串本町大島）の樫野埼沖で台風に進行を阻まれる中、地元で船甲羅（ふなごうら）と呼ばれ恐れられている岩礁群に衝突して船体が割れてしまう。さらにそこから機関室に海

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E6%B0%B4" 水が侵入、機関部は水蒸気爆発を起こした。こうしてエルトゥールル号は沈没し、船員は冷たい海に投げ出されていった。
流された船員たちは樫野埼灯台を見つけ、灯台守にエルトゥールル号の惨劇を知らせにいった。何を言っても通じない外国人に灯台守は「万国信号書」を見せて、ようやく彼等がトルコ人であることを知った。
救出：

灯台守は近隣の村々に応援を要請、人々は女子供も問わずに乗員たちが投げ出されているという紀伊

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%A4%A7%E5%B3%B6" 大島の沿岸へと向かった。

現場は惨憺たる有様だった。岸に打ち上げられた乗員達は投げ出された遺体に混じった生存者もほとんどが虫の息、しかも海には息絶えたトルコ人の遺体が何十体も浮かんでいた。
村人達はそれを見て酷く心を痛め、異国の地で絶える無念を思って泣いたという。
そして奮起した彼等は、息のある負傷者を自らの体温で温めたり、溺れて助けを待っているかもしれない乗員を救うため嵐の海へ飛び込んだり、四方八方手をつくして救出にあたったが、結果として乗員587人は死亡または行方不明となって日本の地でその生涯を終えることとなった。引き上げられた遺体は丁寧に村の人々が葬ったという。

助け出したとはいえ、この村はほとんど施設の整っていない貧しい田舎の村だった為、これだけ多くの生存者を収容できる医療施設があるわけでもなく、しかも台風の影響で漁に出られないので食料も底を尽きはじめていた。
それでも彼等は自分達の食い扶持を減らし、最後に残ったニワトリをも彼等のために利用し、献身的に介護した。
なんとか確保した収容先では島の医師達が必至の治療を行い、結果として、残りの69名の人命は救われた。この報を聞きつけた政府は負傷者達を東京へと移し、施設の整った医療機関で治療を受けさせ、彼等はなんとか快方へと向かった。

さらにこの話を聞きつけた言論活動家の山田

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%AF%85" 寅次郎は、彼等のために２年がかりで約5,000円（現在の約１億円）もの義捐金を募っている。

回復した乗員達を母

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%9B%BD" 国に返すため、日本政府は比叡、金剛の2隻の軍艦に彼等を乗せて、トルコのイスタンブールへと送った。この時、山田は義捐金を託そうとしたが、時の外務大臣・青木周蔵から「せっかく募ったのだから君自身が渡すといい」と言われて、一緒に軍艦へと乗り込んでいる。さて義捐金を届けた山田だが、たかだか民間人でありながらも現地で手厚い歓迎を受け、謁見を許された皇帝からは不平等条約の関係で正常な国交の無かった土日友好のためトルコに留まるよう依願された。山田は大阪の商家・中村

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%AE%B6" 家をパトロンに日本製品の販売所「中村商店」を起業して日本とトルコの間を行き来するうちにトルコに魅了され、やがてトルコに留まって事業の傍ら皇帝の依頼を引き受けるようになり、士官学校で日本語を教えるなどして友好関係の構築に務めた。
山田は1906年ごろにイスタンブールを去る（経緯は不詳）が、日露戦争による軍需景気を背景に、トルコで培ったタバコ用巻紙の国産化を中心に日本の製紙業界で成功を収めた。

その後、大戦後の民主

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E9%9D%A9%E5%91%BD" 革命により共和国となったトルコは新興

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E5%9B%BD" 国として国内産業発展のために保護貿易政策に舵を切り、中村商店もやむなく周辺諸国へと活動の場を移さざるを得なくなったが、久し振りにイスタンブルを訪れて大歓迎を受けた山田は、初代大統領

 HYPERLINK "http://dic.nicovideo.jp/a/%E3%82%B1%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%BF%E3%83%86%E3%83%A5%E3%83%AB%E3%82%AF" ケマル・アタテュルクから士官学校時代の教え子であったことを直々に聞かされて大いに驚いたという。

日露戦争時には、永らくロシアから圧力をかけられていたこともあって、トルコ人は日本の勝利をまるで自分のことのように喜んでいたと言われている。

イラン・イラク戦争における恩返し：
1980年。イランとイラクが戦争をしていた。このとき、300人の日本人が戦禍のイランの首都テヘランに取り残されてしまった。他の国は緊急に救援機を飛ばして自国民を救出したが、日本政府はどうすることも出来なかった。ところが日本から依頼を受けたトルコ航空が危険を冒して救援機を飛ばし日本人全員を救出した。このとき、イランにはトルコ国民も6000人取り残されていたのであるが、この人達は危険な陸路を何日もかけてトルコへ脱出したが、このトルコ政府の処置に対して何の非難も出なかったそうである。
　トルコに救援を依頼したのは商社サイド（伊藤忠のイスタンブール駐在関係者）と、外務省サイド（イランの日本大使館の野村豊大使）の二つのルートでる。依頼を受けたトルコ政府は早速トルコ航空に打診した。トルコ航空では機長たちを集めて緊急ミーテイングが開かれた。『テヘランで助けを待っている日本人がたくさんいる。非常に危険なフライトである。それでも飛んでくれる者は手を上げてくれ』というと、一瞬、静寂の間があり、次に『私が行きましょう』『私が行きましょう』と、その場にいた全員が笑みを浮かべながら立ち上がった。結局、この困難な任務は、オズデミルとギョクベルクの二人の機長に決定し、20数時間後、２機のトルコ航空機がテヘランのメヘラバード空港に到着し、取り残された日本人全員を乗せて、トルコへ飛び立った。後に、テレビに出演したオズデミル元機長はこのときの様子を次のように語っている。

『任務を辞退しようなどとは思いもしなかった。トルコ国民として日本人には親近感があった。日本人を愛している。このような任務がまたあれば、喜んでやるだろう』と。　しかし、助けられた日本人の乗客は、なぜ、トルコの人々が危険を冒して自分たちを助けてくれたのか不思議でならなかった。そして、一人の日本人がスチュワーデスの一人に尋ねました。『なぜ，何のかかわりもないトルコのあなたたちが、自分の命も危険なのに私たちを助けに来てくれたのですか』すると、スチュワーデスが小さくほほえんで、『ほんの小さな恩返しをしたまでです』と答えた。
日本国内では、何故トルコが自国民に優先し、危険を冒してまで日本人を救出したのかわからなかったが、後に元駐日トルコ大使のネジアティ・ウトカン氏が産経新聞に寄稿した次の記事を読んでやっと理解できたとのことである
『エルトゥールル号の事故に際して、日本人がなしてくださった献身的な救助活動を、今もトルコの人たちは忘れていません。私も小学生の頃、歴史教科書で学びました。トルコでは子どもたちでさえ、エルトゥールル号の事を知っています。今の日本人が知らないだけです。それで、テヘランで困っている日本人を助けようと、トルコ航空機が飛んだのです』　　　[image: image1][image: image2]
